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犯罪への恐怖を地図化するような伝統的ア7'ローチは､ジェンダーの不平等を反映したものとして､性的･

身休的暴力による影響を記述したり,説明することに限られている.近年の研究から経巌的な実証を援用

して.女性の恐怖についての社会地理が発展した｡そこでは､都市の空間利用に対して制約が課せられて

いること､危険の認知に関する公的空間と私的空間の遠い, ｢安全な｣場所と｢危険な｣場所へと空間が

社会的に構築されること,女性空間に対する社会統制､という地理的分析の4つの重要な領域が注目され

ている｡この枠組みの中で､社会階層､年齢,身体的障害､母であること.といった女性の属性が彼女た

ちの暴力的犯罪の休験やそれへの恐怖の反応を規定する様式が示される.

キーワード:暴力的犯罪への恐怖,性的暴力､都市空間､空間の制約,社会統制

はじめに

1980年代から, FOVC (fearofviolent crime女性が

暴力的犯罪に抱く不安)についての関心が研究者やメ

ディア､政策立案者の間で強くなってきた　FOVCの

社会的差異による関係-例えば､高齢者(Mal～･by

1988; Midwinter 1990)､子ども(Anderson et al. 1990;

Goodey 1994)､少数民族グループ(webster 1994) -

-がますます理解されるようになってきたものの､ジ

ェンダーは依然として社会的差異を生み出す強力な決

定要因である(Smith 1989)｡最近では､男性が感じ

る不安について,その性向や意味に研究者は注目する

ようになった(Slanko and Hobdel1 1993)が､ FOVC

によって生じる問題や制約が女性にとって相当大きな

インパクトになっていることは,疑う余地もない

(Gordon and Riger 1989: Pain 1991; Stanko 1987; Warn

★　ノーサンプリア大学　★★摂南大学

1984)t　犯罪に対する恐怖は,西洋の都市で社会的･

政治的関心事となっており,女性が男性の暴力に抱く

恐怖は､その程度や種類の見地から問題の中心となっ

ている(Pain, 1993b)c

犯罪学者によってなされた初期の研究に異議申し

立てをしながら,地理学者は女性のFOVCの理解に

重要な責献を行ってきた｡地理学者の理解においては,

調査から明らかになったジェンダーの差異は空間的に

も当然政治的にも注目されるべきものであって.その

差異は女性にとっての実際の危険度､男性からの暴力

や侵害の認知,社会における女性の従属的な地位とい

ったものに起因している(Pain1991)のだが,これま

での研究では,むしろ女性の肉体的な弱さの結果とし

て,ジェンダーの差異を理解する傾向があった(Hough

andMayhe､v !983)｡ Valentine (1989)は､女性のFOVC

が空間的に広がっていることをはじめて強調し,これ

を英国都市レディングで女性研究におけるジェンダー

の不平等と関連づけて説明した｡その研究では､女性
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の役割についての伝統的概念や女性が利用するのに適

切と考えられる｢場所｣を再生産しながら､公的な場

所に対する執掬なまでの恐怖やその結果として女性が

採る防衛手段が｢家父長制の空間的表現｣を生み出し

ていることが､彼女によって明らかになった｡公的空

間と同様に､私的空間のイデオロギーやイメージ(家

庭は女性に対する暴力がもっとも起こりやすい場所で

あるから)も,以下の方法にとって重要となっている｡

家族のイデオロギーや都市空間の性別分業が,公的空間

では女性は安全ではないという絶対的な認識を創造して

いるし,家族の構成単位の中のあらゆる男性のうちから.

一人の男性の保護を必要としている｡

(valentine 1992, p. 27)

1.方法

本稿は､イギリスの都市での女性のFOVCに関す

る初の包括的研究である｡本研究では,女性が抱く恐

怖について､その空間パターンを探究することや,他

の社会的アイデンティティがいかに恐怖の程度や影響

をもたらすのかを検証することをねらいとしている｡

研究にあたり､二つの方法を採用した｡典型的な事例

を調査するために,費用的にも時間的にも効率のよい

方法として.匿名性やプライバシーを考慮しつつ自己

記入式の郵送アンケート調査を採用した　600枚のア

ンケート用紙をエディンバラの3行政区(裕福な郊外

地域であるNorth West Corstorphine,地方主導の住宅

計画に乏しいPilton､不均質なインナーシティである

Haymart)の有権者名簿から無作為に抽出した女性に

郵送した｡社会的にも経済的にも広い範囲から女性の

事例を集めるために､これらの行政区を選定した　389

枚のアンケート用紙が回収でき､全体の回収率は72%

であった｡またアンケート調査は,回答者の補足資料

によって45人の詳細なインタービューの追加を含むc

アンケートの最後で､回答者は､この調査にさらに協

力するつもりがあるかを尋ねられる｡インタビューし

た女性は,自主的というよりも,こちらからの追加連

絡に応じてくれたはじめの45人だった｡ほとんどの

場合,インタビューは回答者の自宅で1時間から3時

間行った｡回答者たちは録音を許可してくれたので,

あとでこれを文字に起こした｡

アンケートのサンプルは母親を相当数含んでいた

が､身体的障害を持つ女性や各社会階層､年齢集団の

女性を広く含んでいたo研究では,女性の民族的なバ

ックグラウンドと性的指向の影響を検証することもね

らっていたが,非白人や非ヘテロセクシャルである女

性が少ないため､これらの変数を統計的に分析するこ

とは不可能であることが､アンケート結果からわかっ

た｡伝統的なシステムを用いて女性の社会階層を決定

することは難しい(PrattandHanson 1988)ので. 4つ

の基本的階層をつくるために教育､収入､職業を考慮

した等級システムを用い､それぞれの回答者に対して

社会階層の代替基準を適応した｡ある回答者の例で,

21歳まで教育を受けた銀行支配人は,年収が2万ポ

ンド以上あって,各指標において高い得点を得ている

ことからSC4 (最も高い社会階層)に位置づけられた｡

ランク付けに､一つ以上の要因を用いたため,例えば,

教育は受けたが就業していない女性,あるいは,退職

した低収入の女性が,必ずしも最も低い社会階層に自

動的に位置づけられるわけではない｡この方法には､

現在議論されているようにいくつかの欠点がある

(pain 1993a)のだが,依然として女性の社会階層決

定について不十分な指針であるにもかかわらず､調査

の分析にあたって一般に用いられてきた方法よりもお

そらくずっと典型的な方法であるだろう｡ところが､

回答者の11%については,ランク付けを採用するた

めの十分な情報は有効ではなかった｡したがって､社

会階層の変数を用いた分析は､無効回答を引いたサン

プル数に基づいている｡

2.暴力的犯罪への恐怖についての地理に向けて

犯罪に対して抱く恐怖感を説明するための多くの

アプローチは､地理学や関連領域で活動している研究

者によって試みられてきた｡恐怖についての地矧こ関

するフレームワークを組み立てた後,女性のFOVC

に照らし合わせてみると,これらの見解に関する批判

のいくつかが､以下にあげられようo

(1) ｢犯罪｣の地図化と｢怖い｣地域

犯罪への恐怖に関する空間パターンを理解するに

あたって,一般的なアプローチは,人々が被害者にな

ることを最も心配している地域に加えて､犯罪が問題

化すると思われる地域を地図化して明らかにすること
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や､危険度と恐怖の関係について結論を導き出すこと

であった｡しかしながら､このアプローチを暴力的犯

罪に適応する際､特に女性の体験や知覚が関係するよ

うな場合には,いくつかの問題がある｡

第一に,もしそのような地図が正しい事実を表して

いるならデータは信頼されるべきものにちがいないが,

暴力的犯罪に関する統計的な証拠は極端に制約されて

いる｡イギリスの犯罪調査が示しているように､暴力

的犯罪やとりわけ女性に対する性的暴力は､警察に対

してのみならず､確かに.調査方法を利用している研

究者に対してもきちんと報告されていない(Stanko

1987)c　地図化するというより詳細な研究方法から,

女性に対する暴力が深刻な段階にあることがわかった

(例えば, Hall 1985; Hanmer and Saunders 1984; Painter

1991)=虐待という隠れた形態を明らかにする点では,

地図化は優れた洞察力を提供し,有用であるけれども,

この方法の十分な有効範囲という点において,あるい

は虐待が最も通常ありふれて起こりやすい場所を正確

に表すという点においては､このような情報について

一般に｢地図化しうる｣ことが適切であるとは限らな

い｡女性に対する暴力事件の大半は､家庭あるいはそ

の他の私的･半私的な空間で起こっている｡都市での

レイプに関する正確な地図は.裏通りや公園よりも､

もっと寝室に注目したほうがよいだろう｡

第二の問題は､地理的犯罪と恐怖のデータに関す

る解釈についてである｡女性の間にある犯罪への強い

恐怖感は､犠牲となる場合が実際には低いため,上手

く説明できないということがわかった(Hough and

Mayhew 1983)けれども､犯罪と恐怖の影響関係はし

ばしばじかに測定されてきた｡犯罪と恐怖の影響関係

は有力な結論とされたし､この知見に基づく　FOVC

への政策的な対応は厳しく批判されてきた(Sta止o

1990b)c　しかし,この結論はもはや多くの信頼を失っ

ている｡暴力的犯罪についての主観的な危険度を測定

することが非常に難しいことは別としても,恐怖は主

観的であるがゆえに,じかに測定できるものではない

(Young 1988)c　女性のFOVCは､暴力そのものに対

する女性の感じ方と同じように､性的嫌がらせのよう

な人を脅かす行為である副次的な暴力の形態によって

も助長され.性別の不平等よりももっと広い範囲にお

いて､ FOVCの原因が関係している(Jonesetal. 1986;

stanko 1987; V山entine 1989)c　おまけに, ｢理性的｣あ
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るいは｢非理性的｣といったことが意味をなさないよ

うな,両極性を有した恐怖を分類する感情や認知が絡

み合った複雑なものを｢恐怖｣は包摂している｡

この場合､犯罪地域の地図化を全く否定しているわ

けではない｡例えば.背後から襲ってくる場合が考え

られるように､恐怖はある特定の地域でより高く感じ

られ,アンケートでの質問の中で,危険度はある場所

に特化しているようだ｡したがって､このような地理

的分析レベルは妥当であるに違いない｡しかしながら.

何が恐れられ,誰が怖がっているのかについて,もっ

と細かな注意を払う必要がある｡犯罪を生み出してい

るのも､犯罪に怯えているのも,地域そのものではな

い｡女性の属性を考慮して犯罪の影響範囲や犯罪への

恐怖を地図化することは､取り締まりや防衛策の目安

として有益であるが､暴力的犯罪に関する地理にとっ

ては妥当な段階とはいえない｡

(2)建造環境のなかの恐怖

本研究に関連する研究やその他の有用な研究は,秦

力的攻撃への恐怖と関係がある建造環境の特徴に注目

してきた｡都市プランニングのなかで,かねてから何

ら言及してこなかった集団の関心を集めるために広範

な活動が行われたが､その中の一つとして, 1980�"90

年代には都市空間の中で女性が抱く恐怖について.か

なりの政策的な注目が集まった(Matrix 1984;Trenchet

al. 1992; Women's Design Sendee I988)c　このアプロー

チは,地図化に際しての巨視的なアプローチよりも,

もっと明確に｢誰が何に｣､ ｢どこ｣で恐怖を感じるの

かに答えを提示している一方､犯罪や不安を｢浮き彫

りにする｣試みが｢なぜ｣という疑問を捨象している

ことに対しても常に批判を行ってきた｡また､犯罪の

社会的･政治的原因を考慮せずして建造環境に注目す

ることへの危険性も問うものであった(Valen血e !991;

women's Design Service 1988)<　このことは､このア

プローチが政策的に,通常起こりやすい犯罪や恐怖の

防衛策となってきた一つの理由である(Smith 1987こ

stollard 1991)t　たぶん最も重要なことだが､公的な場

所に女性が感じる恐怖を正当化するような動きがある

一方で､政策立案者が暴力的犯罪が起こる一つの場所

として公的空間に注目することによって.性的暴力に

関する地理の真実を否定してしまう危険性が出てくる｡

これは,環境的に恐怖を暗示することやそこで感じる
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恐怖との関係を否定するものでも､また､政策的手段

によって場所に特化した恐怖が取り除かれることに対

しての意義を疑問視するものでもない｡今回の研究か

ら､ FOVCは常にある特定の場所において示されるこ

とがわかったが,この傾向は社会地区､建造環境の様

式､また地域的景観の様相によってほとんど変化しな

いことを述べておく,おそらく環境それ自体は相対的

に小さなスケールで恐怖を空間的に再区分するのだろ

うが､恐怖についての説明は他にある｡本稿での分析

は､空間をともなう社会関係の相互作用に注目したも

のである｡

(3)恐怖に関する地理にとっての理論的枠組み

社会地理学者による犯罪への恐怖に関する近年の研

究は､ジェンダー化されたFOVCの分析にとって一

つの妥当な理論的枠組みを与えている｡なぜなら､近

年の研究は恐怖の空間的広がりや､行動や都市生酒の

質的レベルに関連したに恐怖の影響を強調しているか

らである｡近年の研究において､恐怖は､社会におい

て不利な立場にある人々の境界線と密接に関わってい

ることが明らかにされた(例えば､ Crawfordetal. 1990:

K血sey 1984を参照のこと)ことから,これらの議論

は,恐怖と社会的･政治的･経済的な不平等との関係

にかかわるものである｡近隣集団への関わりが無いと

感じている人々､また自己統制できないような精神的

に孤立化した､社会的に受け入れられないような人々､

社会にあって周辺化され､また権力のなさを実感して

いるような人々は最も犯罪への恐怖に陥りやすい

(Smith 1989; Van derWurffand Stringer 】988)c安心感

を欠いた漠然とした感情は,犯罪に対して特殊な恐怖

感を抱くようになるし､その恐怖感は空間認知や行動

のなかで明らかにされていく　Smith (1986, p. 177)

は次のように述べている｡

犯罪へのインフォーマルな対応の意図しない帰結は,国

家のポリティカルエコノミーに現れる支配と従属と抵抗

のバターンを含んでいる｡

女性が感じる恐怖についての地理もまた､この広

い枠組みの中に位置づけることができる｡ Valen血e

(1989, 1992)は,家父長制構造やイデオロギーの形

成や再生産の隙に空間が果たす役割について議論して

いる｡したがって,女性が感じる恐怖についての地理

は､政治的関係の支配パターンを補強していると言え

よう｡しかしながら,本稿での研究報告が示すように､

家父長制的関係と男性の暴力に対する女性の認知は,

絶えず互いに変化し､また影響し合っているのだ｡本

稿の照準は､これら近年の地理的分析に依拠したもの

である｡女性のFOVCに関する地理にとっての一つ

の分析的枠組みは､調査からの経験的データに基いて

展開している｡

3.女性が感じる恐怖に関する地理にとっての枠

組み

(I)都市空間利用における制約

地理的分析の第一番目の役割は､社会的に不利な

立場についての研究に精通した領域において認められ

る｡暴力的犯罪への恐怖は､ライフスタイル,移動性,

行動へ相当の影響を及ぼしている｡個人の行動空間は

男女で大きく異なり､攻撃への恐怖は,町や都市の中

での女性の自由な移動に対して最も影響を及ぼす制約

の一つである｡暴力的犯罪によって強いられた空間の

制約は､二つのレベルにおいて作用することがわかる｡

第一に､ライフスタイルにおける影響を質的に測

定することは､認知された恐怖への反応を調べること

によって可能となる｡第1表では､女性の生活の中で

性的攻撃への恐怖について,その影響のいくつかをあ

げている｡ドアに応答しないという防衛策から.特定

の地域や道路を避ける,職業･余暇･社会的活動を選

択するにまで及んでいる｡しかしながら､単に人々が

避けている行動に重点を置いた以前の犯罪に関する調

査よりも､今回の危険への対応行動の方が女性の生活

範囲により広がっている(Stanko 1990a)c　ある特定の

時間と場所を上手く処理するような方法を用いながら､

攻撃に対して知覚された恐怖への反応の中で形成され

た行動上の適応の多くは,非常に巧妙なものである

(valentine 1989)c　都市のある地域に夜までいる女性

にとって､攻撃への恐怖はおそらく｢現実の晩鐘の合

図｣を意味するものだろう(Kinsey 1984)｡しかし､

非常に制約された状態において女性が特定の空間や支

配を被り続けるなら､攻撃への恐怖はもっと頻繁に生

じ､それと同時に､女性は付け入る隙のない警戒状態

やよく練られた防衛手段を備えるようになる｡

第二に､質的調査から､激しい攻撃への恐怖によ






